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　道の駅キララ多伎から海への階段を降りると、
そこはコバルトブルーの海が広がるキララビーチ。
真っ青な空と心地よい風に包まれる海水浴場には、
毎年多くの人が訪れます。夕刻には、日本海に
沈む夕陽が海を茜色に染めあげ、幻想的な世界を
演出します。
　「日本の夕陽百選」にも選定されたこの絶景を
見に、この夏、あなたもキララビーチを訪れて
みませんか。
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出雲科学館開館20周年記念事業 など
新型コロナワクチン接種のお知らせ
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　５月１７日、湖陵町かんしょ生産組合が運営する「西浜いも観光いもほ
り農園」にて、湖陵町特産のブランドさつまいも「西浜いも」の苗の定植
作業が行われ、同組合の組合員など約20名が、約3,300本の苗を１本
ずつ丁寧に植えていました。
　西浜いもは、日本海の潮風を受け、ミネラル豊富な砂丘地で育った美

味しいさつまいもで、ほくほくの食感が楽しめる「紅あずま」と、しっとり甘くて焼き芋に適している「べにはるか」
の2品種があります。出荷は10月以降の予定で、地元のスーパー等でも販売されます。
　本市のふるさと納税の返礼品に登録されているほか、加工業者への原料供給による加工品も販売されるなど、
さつまいもブームに乗って年々、知名度も向上していますので、ぜひ皆さまもご賞味ください。

「西浜いも」の苗の定植が始まりました。

も ず い 報 広

市では、フェイスブック（Facebook）、ツイッター（Twitter）、ユーチューブ（YouTube）、ライン（LINE）で、情報発信しています。
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男　性： 84,913人
女　性： 89,625人
世帯数： 69,200世帯

前月比

８月１日（月）です。
口座振替なら、対面による感染リスクを減らせます。
安心・安全・便利な口座振替をぜひご活用ください。
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固定資産税・都市計画税（第２期）、国民健康保険料（第１期）、
後期高齢者医療保険料（第１期）の納期限は

　5月13日、出雲市出身の競泳選手 加藤 理さんが、４月に行われた
「第98回日本選手権水泳競技大会」男子100ｍ背泳ぎで3位に入賞さ
れ、所属する山陰パナソニック㈱の関係者とともに出雲市役所を訪れ、
飯塚市長に結果を報告しました。
　島根県出身者の同大会での表彰台は、約30年ぶりの快挙で、加藤選手は、決勝で自己ベストとなる54秒79
のタイムを出されました。また、200ｍ背泳ぎでは5位入賞を果たされています。
　今後に向けて、加藤選手は、「パリ五輪出場を目標に、まずは日本代表に入って経験を積み重ねたい。」と抱負
を語られました。

出雲市出身の競泳選手 加藤 理さんが
全国大会3位入賞を市長に報告！

　5月24日、斐川町上直江地内にある学校給食米専用の田んぼ「米米田んぼ」にて、荘原小学校5年生児童に
よる田植え体験活動が行われました。
　この取組は、斐川町地域農業再生協議会が主催し、食農教育育成
事業の一環として、平成17年度から「自分たちが食べる米の生産地を
知ること、生産者と触れ合い、生産者への感謝の気持ちを持つこと、
農作物を育てる喜びを学ぶこと」を目的として実施されています。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、過去２年は中止となってい
ましたが、今回は、児童55名が参加し、水田のぬかるみに足を取られて
悪戦苦闘しながらも、次第にコツをつかみ、上手に苗を植えていました。

「米米田んぼ」での田植え体験活動が行われました。

　総合医療センターは、昭和27年5月26日に平田町外4村組合立「平田
博愛病院」として開設され、このたび、開設70周年を迎えるにあたり、5月
26日、飯塚市長はじめ関係者でハナミズキの記念植樹を行いました。
　今回植樹したハナミズキには、ゆっくり育つという意味から「永続性」
という花言葉が付けられているそうです。
　今後、総合医療センターは、このハナミズキとともに、地域に愛される
病院として、必要とされる医療機能と役割を十分に果たしながら、市民
に信頼され、地域とともにあゆむ病院をめざしていきます。

出雲市立総合医療センター開設70周年「記念植樹」を行いました。
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希望の光で希望の光で


